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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

北名古屋市の中学校部活動は、一部で部活

動指導員を活用しながら、本市作成の部活動

指導ガイドラインに沿った活動をしている。学校の

働き方改革の必要性を理解し、部活動の地域

移行について検討しているものの、人材確保と財

源確保に苦慮している。これらの課題について取

り組む中核となる人材を教育委員会に置き、学

校と地域との意見を聴取しながら課題を整理し、

本市に即した地域移行の展開を図っている。

令和５年度から、地域スポーツクラブ活動体

制整備事業部活動に参加し、地域移行を進め

る中核となる人材を令和５年４月から新たに市

で雇用し、部活動総括コーディネーターとして配

置した。そして、令和５年１０月から６ヶ月間、

２つの実証事業を実施しその成果を検証した。

また、「北名古屋市立中学校部活動検討委員

会」を年２回開催し、部活動の地域移行に関

する議論を重ねるとともに、市内中学校２年生

と部活動顧問全員を対象に意識アンケート調

査を行い、今後の方向性を検討した。

令和６年度は、令和５年度の実証事業を踏

まえ、市からの予算を計上しない「公募」という形

で事業を進めた。

面積 １８ k㎡

人口 86,036 人

公立中学校数 １０ 校

公立中学校生徒数 2,401 人

部活動数 ７０ 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済

令和５年度実証事業（ソフトテニス） 令和５年度実証事業（剣道）
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・ 事務局

・ 実証事業の推進（「公募」による活動団体の採択、活動場所

の確保 等）

・ 実証事業の検証

◉首長部局

令和６年４月
「４月公募」の開始
「４月公募」の採択団体の決定

令和６年５月 第１回部活動検討委員会

令和６年６月
「６月公募」の開始
「４月公募」の実証事業の開始

令和６年７月
「６月公募」の採択団体の決定
部活動顧問の意識アンケート

令和６年８月
第２回部活動検討委員会
（研修会）
指導者向け研修会

令和６年９月 「６月公募」の実証事業の開始

令和６年
１０月～１２月

実証事業の検証

令和６年１２月
市内全中学生、及びその保護
者への意識アンケート

令和７年１月 第３回部活動検討委員会
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令和６年度 実証事業について

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業について

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業について

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業について

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業について

2.実証内容と成果

全体に関すること

中学校数 ６校 実施した地域クラブ総数 １０クラブ

ケース別
クラブ数

A：地域クラブ活動を実施したクラブ数 ８クラブ

B：部活動にはない種目のクラブ数 ０クラブ

全体の指導者数 ４１人
中学校部活動地域移行
コーディネーター数

１人
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令和６年度 実証事業について

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果



15

令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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令和６年度 実証事業の取り組みについて

2.実証内容と成果
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取組内容

2.実証内容と成果

○ 学校、各団体との調整・連絡について
・ 公募による団体の選定
・ 各団体のチラシ（生徒募集要項）の承認と各中学校への配信の依頼
・ 各団体の活動場所の確保
・ 各団体の月別活動報告の集約
・ 各団体の活動の様子を視察
・ 学校へ各団体の活動状況の報告

○ 下記団体の代表者と協議し、公募による地域での活動機会の確保を模索する。

・ 北名古屋市スポーツ協会

・ 北名古屋市ふれあいスポーツクラブ

・ 北名古屋市スポーツ推進委員

・ 名古屋芸術大学

・ 西春日井スイミングスクール

・ 市内小中学校

・ 地域スポーツクラブ

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組の概要

自治体における現状・課題との関係性

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

○ 部活動総括コーディネーターを配置し、学校や地域スポーツ団体と調整・連絡を行う。
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取組内容

2.実証内容と成果

イ：指導者の質の保障・量の確保

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○ 北名古屋市立中学校部活動地域移行に係る活動団体の「公募」
○ 地域の団体との意見交換により受け皿となる担い手の掘り起こし
○ 愛知県指導者人材バンクの活用
○ 配置される予定の部活動の外部指導者に対して研修会の機会を確保
○ 市ホームページ等で指導者を随時募集

○ 市の厳しい財政状況により、公的な資金は期待できない

取組の概要

自治体における現状・課題との関係性

ウ：関係団体・分野との連携強化

○ 「北名古屋市立中学校部活動検討員会」を開催し、地域のスポーツクラブ等から聴取した意見を基に部活動の
地域移行に向けた協議を行う。

取組の概要
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取組内容

2.実証内容と成果

エ：面的・広域的な取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○ 「北名古屋市立中学校部活動検討員会」を開催し、地域のスポーツクラブ等から聴取した意見を基に部活動の
地域移行に向けた協議を行う。

取組の概要

オ：内容の充実

○ 地域でスポーツに親しむ機会の確保の充実に取り組む。

取組の概要

カ：参加費用負担の支援等

取組の概要

○ 各団体が受益者負担による運営費の確保に努める

キ：学校施設の活用等

取組の概要

○ 学校の施設・設備を活用

○ 教育委員会が、優先的に無償で提供
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今後に向けて

2.実証内容と成果
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

「北名古屋市立中学校
部活動指導員設置要

綱」整備

・ 中学校に部活動指導員を登
用できる環境を整えた。
・ 平成30年度の配置
＜運動部9人＞
＜文化部2人＞
・ 令和 4年度の配置
＜運動部16人＞
＜文化部4人＞

・ 学校長の監督下で、顧問の代
わりに、単独で、実技指導、安
全・障害予防に関する指導大
会・練習試合等への引率、用具
・施設の点検・管理、部活動の

管理運営（会計管理等）、保護
者等への連絡、年間・月間指導
計画の作成、生徒指導に係る
対応、事故発生時の現場対応
の業務が可能。

「北名古屋市立中学校
部活動指導サポーター
派遣事業実施要綱」設

置

・ 部活動指導員は、全ての職務を
依頼できる方とする。
・ 部活動指導サポーターは、技術

面のコーチ的な役割を担う。
区分 部活動指導員

雇 用
形態

雇用契約による「会計年度任用

職員」

指 導
形態

単独での指導・大会引率が可能

賃 金
単価

時給制 1,040円～1,150円

勤 務
時間

平日２時間程度

土日祝日３時間程度

区分 部活動指導サポーター

雇 用
形態

派遣決定通知書により各校へ派

遣

指 導
形態

単独での指導・大会引率はでき

ない

賃 金
単価

謝礼

平日１回／1日：1,000円土

日・祝日１回／

1日：2,000円

勤 務
時間

配置校と調整した指導時間

「北名古屋市中学校部
活動地域移行実証事

業」

「北名古屋市中学校部
活動地域移行実証事

業」

○ 「北名古屋市立中学校部活動
地域移行実証事業」
・ 業務場所

北名古屋市立各中学校
運動場・体育館・武道場・音楽室

・ 業務期間
平成６年６月１日～令和７年３月３

１日
・ 活動日
土日曜日（月４～１２回）

・ 実施団体、対象部活動
⑴ 北名古屋市剣道連盟(剣道)
⑵ 東スポーツクラブ（剣道）
⑶ 一般社団法人AVANCO（サッカー）
⑷ きたなごやジュニアスポーツクラブ

（バスケットボール）
⑸ 中学生卓球クラブ（卓球）
⑹ ウィンドオーケストラ（吹奏楽）
⑺ 北名古屋吹奏楽団YOUTH（吹奏
楽）
⑻ 北名古屋ソフトテニスクラブ

（ソフトテニス）
⑼ スタジオオルカバスケットボールクラ

ブ（バスケットボール）
⑽ バスケットボールクラブ

（バスケットボール）

○ 「北名古屋市立訓原中学校
部活動地域移行実証事業」
・ 業務場所

北名古屋市立訓原中学校武道場
・ 業務期間
平成５年１０月１日～令和６年３月

３１日
・ 活動日
毎週土曜日（月４回程度）

・ 実施団体
北名古屋市剣道連盟

・ 対象部活動
訓原中学校剣道部 （１、２生男女18

人）
〇 「北名古屋市立白木中学校
部活動地域移行実証事業」
・ 業務場所
北名古屋市立白木中学校テニス
コート場

・ 業務期間
平成５年１０月１日～令和６年３月

３１日
・ 活動日
毎月第２、第４土曜日（月２～４回程

度）
・ 実施団体
北名古屋ふれあいスポーツクラブ
（白木・鴨田スポーツクラブ）

・ 対象部活動
白木中学校ソフトテニス部
（１、２生男女48人）
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

工程表や図など
※時系列がわかるもの

２０２２年度（Ｒ４） ２０２３年度（Ｒ５） ２０２４年度（Ｒ６） ２０２５年度（Ｒ７）

北名古屋市
教育委員会

（Ｒ８）

土
日
の
部
活
動
を
段
階
的
に
地
域
移
行

令和７年度までに、できるだけ多くの部活動で「公募」による土日の活動機会を確保する

訓原中学校剣道部
白木中学校ソフトテニス部 「公募」による活動

団体の募集
（10団体採用）

土日の部活動を月４回に削減

土日の部活動を
月３回に削減

土日の部活動を
月２回に削減

土
日
の
部
活
動
を
段
階
的
に
削
減

平日の部活動を削減し、教員の働き方改革を推進していく

平日の部活動を週３回に削減

平日の部活動を週４回に削減

部活動地域移行
実証事業

「公募」による活動
団体の募集
（種目の増加）

部活動地域移行
実証事業

部活動地域移行
実証事業
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 32.19 k㎡

人口 61,383 人

公立中学校数 ４ 校

公立中学校生徒数 1,812 人

部活動数 42 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済

現在、当市の運動部活動は、市内４校で４

２の種目が活動している。

少子化に伴い、種目によっては、合同チームと

して活動を行っている。

改革推進機関である３年間で、成績や勝敗

にこだわらず、生徒自身が興味を持って取り組め

る活動を第一に進める。同時に教職員の働き方

改革の推進を目標とし地域移行を進める。

また、長年にわたって部活動は、学校教育の

一環で運営するものという考えが生徒、保護者、

地域に根付いている。今後、地域移行に当たり

部活動が教育課程外のものであることを関係者

が認識することが必要であり、同時に地域移行

推進にあたって学校の教職員以外の地域内の

指導者の掘り起こし、確保も同時に進めていか

なければならない。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

運営体制図

◉教育委員会

・学校教育課・・・部活動改革の主幹、学校との調整・連携

・スポーツ課・・・企業や団体との調整

◉首長部局

・人事課・・・任用関係手続、謝金の支払い

令和６年５月～ 種目ごとに担当を決め、種目ごとの
地域移行を進めていく

令和６年６月 第１回部活動改革検討委員会

令和６年８月 第２回部活動改革検討委員会

令和６年12月 第３回部活動改革検討委員会

令和７年１月 第４回部活動改革検討委員会

通年 ・各種目にて、指導者と教員のハイブリッド方式で
指導
・令和８年度の休日部活動完全移行に向けた
準備
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ４校 実施した地域クラブ総数 42 クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ２クラブ（42 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ０クラブ

全体の指導者数 約40人 全体の運営スタッフ数 ４人

②各クラブに関すること (一部抜粋)

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末尾
に（新）を付ける

実施回数
実施
時間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

みよしクラブ
（カヌー）

民間団
体

カヌー 月 ４ 回
９時～
12時

1年生 37人
2年生 24人
3年生 25人

通年 三好池 約10 人
14 人
（内、兼務

4 人）
なし

みよし市
カヌー協会

みよしクラブ
（柔道）

任意団
体

柔道 月 ４ 回
9時～
12時

1年生 6人
2年生 5人
3年生 3人

通年
北中学校
武道場

７ 人
７ 人
（内、兼務
７ 人）

なし
中体連
：部活動

みよしクラブ
（ソフトテニス）

任意団
体

ソフトテニス
月 ２ 回

程度
9時～
12時

1年生 57人
2年生 59人
3年生 48人

６月
～２月

三好公園
テニスコート

約20 人
10 人
（内、兼務

5 人）
なし

中体連
：部活動

③その他、体験会やイベント等の開催実績

●特になし
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

軟式野球、サッカー、バレーボール、
バスケットボール、ソフトテニス、
卓球、剣道、柔道、弓道、カヌー

運営団体名
みよし市カヌー協会（カヌー）

みよしクラブ（その他種目）

期間と日数 全種目 月４回程度

指導者の主な属性 社会人、大学生、教員

活動場所 みよし市内各中学校

主な移動手段 徒歩、自転車

１人あたりの参加会費
等（年額）

なし

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

運営体制図

●みよしクラブ 活動概要

●事務局

指導者調整、研修会実施

施設・環境の調整・整備、謝金や保険の支払い等の事務

●指導者・協力者 約40 名

生徒の指導

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

・特になし

・関係団体との打ち合わせ等の前に事前訪問し、打ち合わせ等が円滑に進められるようにコーディネートできた。

・関係団体との打ち合わせ等に同席し、適宜指導助言をし、地域移行を進める橋渡しとなることができた。

関係団体・市区町村との連絡

調整・指導助言を行う。

・県部活動地域移行・地域連携協議会 参加
・令和６年度 第１～４回部活動改革検討委員会 参加
・他市町との情報交換会の設定・参加
・その他関連のある地域指導者等のコーディネート
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取組内容

2.実証内容と成果

0 名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

10代 0 名

20代 0 名
30代 0 名

40代 0 名
50代 0 名

60代以上 0 名

人材バンクの年齢構成

軟式野球、サッカー、

バレーボール、

バスケットボール、

ソフトテニス、

卓球、剣道、柔道、

弓道、カヌー

種目

特になし

資格有無登録者属性
みよし市の子どもたちをみよし市の

大人（みよし市に関わりのある大

人）で育てていくことを柱とし、みよ

し市内の人材の発掘から進めた。

人材バンクの利用なし

それぞれの種目において、可能な形で指導者の質の保障・量の確保をし、地域移行がすすめられたことが成果と考える。

みよし市の子どもたちをみよし市の大人（みよし市に関わりのある大人）で育てていくことを柱としたことで、信頼できる指導者・協力者の下での活動のため、

指導者・協力者の質の保障・量の確保としては、十分であると考える。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

受講者の声

指導者研修の参加実績

・普段から職場で言われていることと通ずることが多かったため、人としての

モラルを守ることが大切なことを改めて認識しました。

・第３者的に自分を見ること、相手の立場に立って自分のふるまいを考え

てみる、自分本位にならない等のことを意識して、見かけではない信頼

関係を生徒と築いていけたらと感じました。

・ケガに関しては、競技としてやる上ではとても起こりやすく、自分自身もこ

れまで経験してきたことで、そこの知識や理解度は重要なポイントである

と考えています。

・RICE処置に関しては、これまでも学ぶ機会があったので知ってはいたが、

またさらに知識を深められたと思う。実際にテーピングの体験など充実し

た内容で非常に良かったです。

第１回

「中学校部活動地域移行の必要性と魅力ある部活動の在り方」

「中学生への指導と体罰・ハラスメントの根絶に向けて」

第２回

「事故対応(応急手当)・運動部活動で起こる

スポーツ外傷とその対応」

第３回

「身体能力向上のためのトレーニング」

・「事故対応(応急手当)・運動部活動で起こるスポーツ外傷とその対応」

では、内容が運動部活動向けになり、文化的活動の指導者には、少

し専門的な研修となってしまった。

・参加者の都合を考え、土曜日の開催としたが、仕事の都合等で参加

者が予想より少なかった。周知方法などについて、今後検討してく必要

があると考える。

・開催日：第１回 令和６年６月 １日（土）

第２回 令和６年８月24日（土）

第３回 令和６年12月21日（土）

・開催回数：３ 回

・参加人数：第１回 14人 第２回 15人 第３回 13人
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項 各自治体の役割

今後の課題と対応方針取組の成果

移動手段 事務局運営の方法

みよし市教育委員会

・関係機関との連絡、調整

・必要な整備に係る経費の捻出

特になし 現在は教育委員会が主体となっ

て運営している。今後の運営方法

については検討中である。

・活動場所の確保

・必要な施設整備のヒアリング

・活動場所を確保するために必要な施設整

備（特に学校施設）を進めていく。

・施設整備に係る経費の捻出が課題であり、

今後他課とも連携して対応していく。

・活動場所については、学校・市の公共施設の活用が可能であり、地域移行を進めていくための第一

段階をクリアできたと考える。

・必要な施設整備のヒアリングでは、主に学校施設におけるセキュリティ面での整備が必要であることと

構造的な問題があること等が挙げられた。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

「現在中学校にある既存の種目を

地域展開する」という方針のため、

新しい種目等の取り組み等は実施

していない。

参加人数 1,513 人 指導者数 35 人

具体的な内容
現在中学校にある既存の種目を地域展開する。
地域展開の形は各種目の実情に応じた形とする。

活動の詳細
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・部活動改革検討委員会において、会費の適切な設定・徴収方法の検討や、保護者負担の適正な金額について検討をした。

取組の成果

今後の課題と対応方針

・種目ごとに必要な費用・施設借用・備品等に差があり、一律で費用負担をしてもらうのか、種目ごとに負担額を変えるのかが課題となった。

・国や県、市がどれくらい補助できるのかによって参加費用負担については、再度検討する必要がある。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

取組の成果

・既存の施設での活動が可能であるかの検証

・学校施設を活用した際の課題の検証

・学校施設利用の運動部活動においては、活動場所として今後も継続して使用していくために必要な整備等が挙げられた。

・学校施設を活用した際の課題について

○セキュリティの問題 ⇒ 防犯システムの新規設置・システム形態の変更

○動線の確保 ⇒ 学校の構造的な問題等について検証

○冷暖房の問題 ⇒ 今後必要な場所を精査し、設置について検証

○トイレの問題 ⇒ 外で活動する運動部活動のトイレの確保

などを進めていく必要性があることが分かった。

・今後の参加人数を把握しながら、基本的には既存の施設と学校施設を活用していく。

・学校施設活用における諸課題については、課題を精査し、整備の優先順位を決定して順次整備を進めていく。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 例）イ：指導者の質の保障・量の確保 ／ ウ：関係団体・分野との連携強化

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項（イ）

今後の課題と対応方針

取組の成果（イ）

取組事項（ウ）

取組の成果（ウ）

・みよしクラブ指導者研修の実施 ・市内に設置されている大学（東海学園大学）との連携

・専門的な立場からの話を

聞くことで、指導者として

やっていくための資質・能

力を再認識させることがで

きた。

・年間３回の指導者研修における講師・場所の提供

・指導者に必要な資質・能力に関して、専門的な立場である講師の

派遣

・研修の内容について ⇒ 今年度の参加者からの感想も踏まえて、より充実した研修を実施していく

・指導者の仕事の都合等で参加できなかった場合の対応 ⇒ ｅラーニングによる研修等の検討
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

●今後に向けて

みよし市の地域移行の目標として

①生徒の自主性を育み、体力や技能の向上を目指

す活動機会の保障

②生徒の興味関心に応じた魅力ある活動創設

③地域コミュニティの活性化

の３つを掲げている。特に③の地域コミュニティの活

性化こそが地域移行を進めていく上で必要不可欠

であると感じている。人材確保の際、みよし市の子ど

もたちをみよし市の大人（みよし市に関わりのある

大人）で育てていくことを柱としたことは、地域移行

が他人事ではないということをみよし市に住む（みよ

し市に関わりのある）人々に認識してもらうきっかけ

となったと考えている。多くの協力により、ゆっくりでは

あるが地域移行は進んでいると考える。今後も、子

どもたちにとってどのような地域移行が望ましいのか

を第一に考えて進めていきたいと考える。

・指導者の量的・質的確保については、みよし市の子どもたちをみよし市の大人（みよ

し市に関わりのある大人）で育てていくことを柱として進めたことで、活動によって起こ

る人的な問題の回避ができたと考える。

・面的・広域的な取組については、特に学校施設整備の検討が急務であると考える。

広域的な取組については、保護者への説明をきちんとした上で、理解を得て今後も

進めていくことが必要であると考える。

・運営面において、事務局を教育委員会としていることが大きな負担となっており、それ

をどのようにしていくかを今後考えていく必要がある。

・持続可能な活動にしていくための様々な課題の検討を今後も続けていく。

・休日の地域移行から、平日の地域移行についても検討していく。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【ソフトテニスの活動の様子】

【カヌーの活動の様子】 【柔道の活動の様子】

写真
※何の様子かわかるように

キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように

キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように

キャプションを挿入すること
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和３年 令和５年 令和６年 令和７年

協議会設置、
検討開始

受け皿団体等
の検討・交渉

指導者の選定、
拠点校の選定

学校現場との
調整
生徒、保護者へ
の説明

地域クラブ活動
の開始

地域クラブ活動
の拡大
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

工程表や図など
※時系列がわかるもの
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